
兵庫懸産糞虫類に就いて( 第 1報)(!)
I苛 橋 寿 良日

曾って筆者は神戸F付近産の糞虫類に就いて発表L た| 聞いて居るので兵庫県下での産地は知られて庖ないが
事がるるが( 1941&1943) 、英の後糞虫類全般に汎る| 採集される可能性はあるのでtまないかと考えられる。
学名の整理治滑われ、かっ、同定にも誤りが発見され| 従って県下に産する本属のものは次の 2種となる。
たので爵庫県産糞虫相の第一幸置とL て前報交の訂正も
〆兼ねて発事警ずる。県下、と私しても神戸附近以外は数カ
所の地点L か採集をして居ないので不完全ほまぬがれ

1. C. acutidens M O T S C H U L S K Y  ゴホγダイコグ
2，3，4.) 

本種は頭楯は滑らかで角の前方には明らかな点刻が
ず、また、記録も出来るだけ収録L たが洩れたものも 1 : なく、後胸板側部は無毛の点などで他の同属のものと
ある事である号。これらの数々の不備、追加、訂正等| 区別する。頭部中央の角は細長く、滑らかで細点完jを
は機を見て第二報以下に発表し一日も早く県下言葉虫相| 散布L後方に曲る。
を明らにLたいと思って居る。， 比の角は個体に依り短くなり曲らないものがある。、
持出来得る限り同定にはE 縫を記L たつもりであるが| 中央の角の基部に也、後側に小さい突起崩ずる論

の点御地E 、御霊教頂ければ幸である。 IのJ ! ] みで分けられている。側突起はかなり長く説ぃ。
' 各種についての文献名は省略したが、図鑑類に就い| 中央の角の短いものは蹄背の盗起は低く突起も弱ま
ては図示されて居るものは出来るだけ記L て参考に供 りよ側突起はややi盗起状となって内方へ近よる。
L た。 ♀は頭部中央後に短ぐ先端がやや鋭い角を存L 、頭樋
なお、本表題の奨虫類と祢ずるのは最近P A U L I A N，1 前縁中央の切れ込みは合より深い。胸背前方は斜函を
R.Eた( 1945) の研究論文及び中根氏 q951) の採用| ヰL その後方に中央のとぎれた横強起とその両側出こ小
L た分類に依るScarめ柏崎 Aphodiinae，、Aegialij目的| 突起をもっ0;<憾の兵庫字下の産地i"J.古く W A T E R .
及び Ochodaeinae の諸亜科を意味 L 、Trogidile， I  H O U S E氏に依り( 1875) 、兵庫、 大阪は記録され砂
Geotr).lpidae はそれぞれ独立の科と L て本報交にはふ
れてなし、。，
末筆ながら日頃交献その他に色h と御世話になって
居る西京大学、中根猛彦氏、貴重な標本の御恵与主主び
に種k (pl綴教示を頂いて居る柏原高校、山本義丸氏並
びにCaceobius jessoensis H A R O L D iこ就いて御教示頂
いた居崎市内の河野伊三郎氏に厚く御礼申し上げる。
ヴ b
Fam. Scarabaeidae こがねむL科
Subfam. Scarabaeinae③ 予三いこくこがね虫科
Genus Copi"is  Geoffroy 

/  本扇については中根氏の報交( 1948) に依ると現在
日本に 4種産する事になるて居る。英の内C. pecuaris  
L E W I S (ミヤマ〆イコクヨガネ〉は現在の所県下での
採集pれiた記録は無い様Iこ思われる。また C. tripar・
titusWATERHOlJS E  ( ヒメグイョグコガネX 従来コ
グイヨグコガネと L て本学名をもら℃図鑑類に記載さ
れて居るのは前記 .pecuarisの事ら L く真の tripatitus
は稀な種である〉は現在日本の産地がはっきりしぜ淫
らぬ種であるが中浪氏は箕商産を所有し℃居る事を記
レ乙麗られる。広島県道後山で採集されたと去ろ惑も

地に多産すとある。現在筆者の採集L たのは岩屋( 淡
路)
捕鯨峨王制謝tこ於いても記録さ石毛溺
(1952) 。筆者も山本氏の御好意で神楽村産の 1合を
所有する。
産地: 岩屋〈淡E各〉、生野、氷上郡神楽村〈山本氏〉
分布: 日本〈北海道、本州、四園、 7LチH) 、朝鮮、

台湾、中国。
2. C. ochvs M O T S C H U L S K Y  〆イコクコガネ
( 横山. pl. 12， f. 17， p. 103， 1930. 加藤、 8. pl.37， 
f. 7， pl. 58， f.- 4' 1933. 神谷、安立. p1. 55， f.4. 平
山. pl. 3. f. 7  &  8， 1640.新島、中根. p.1304， f. 
3764， 1950 )  
;;js:種は古く W A T E R H O U S E氏に依り (1875) 兵庫
は記録されて居りまた G.LEWIS氏に依ってもく1895)
神戸は産地と L て時げ℃ある。 G.LEWIS氏は" Abun. 
dant on sandy areasグと書いて麗られるが神戸のど
こで採集されたのかは判らない。 1895主手頃の神戸は現
在I亡くらべると相当逢って居たのであるから或いは当
時多産レC居たのであろう。現在では神戸市及び英の

①兵E言県金亀子虫相資籾 5  ①比の亜科名は従来のC旬、rihaeに当る。
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も舞子産の1合を得て居るだけである。しかし生野で| とすべきT あると高島氏が泊L て居られる〈昆虫界、
は普通に得られる。氷上郡神楽村に於いても記録があ I.  Vj}， 72， pp. 124-125， 1940)。そうなれば jessoensisは 4

るし故米谷氏の標本の中に淡路洲本産の標本のあっ| 尼崎に産する事になるのであるが、河野氏の忠信に依
た事を記憶する。 Iると松岡氏に送った Caccobius属のものは尼崎産では
頭部の角は長く強状で聖書曲 L たものから種々な形が! ないそろで現在 Caccobius 属のものは尼崎附近には
小躍のものまでられ小形のものでは円錐形となって| 産L ないそろ・である。神戸附近に於いでも現在得て居
居る。♀は頭部の角の代りに厚みのあるやや板状横盗| ない。県下では氷上郡神楽給Jでの記録があるく1952)。
起がある。 I筆者も山本氏の御好意で神楽産の 1頭を所有する o 京
上に記した諸図鑑に図示されて居るから良く知られ i 1十回山地、北海道に普通の種であるから県下では他の
て居る種である。
産地舞子、生野、氷上郡神楽村〈山本氏〉。
守分布: 日本〈北海道、本州、九州〉、朝鮮、満洲、

中園、蒙古。

漢口、当陽、沙陽鎮J 、牛、 71 < 牛の糞虫は本箆が可U l G

地に産するである号。
今迄 Onthophagus nitidvs W  A  T E R H O U S E  (0/ヤ
すルエ y 吋コガネ〉として記載されたものは恐らく本
種ではないかと思われる。黒色で光沢があり、前E霊節
の先端付: 直角に切断され、頭部に 2木の横隆起をもっ
事に依り簡単に見わけられる。

り産するのを見た。 I5.C. brevie; W A T E R H O U S E 写メコエνマコガネ
Genus Oniticellus Serville ;  I  原記載 (Trans. Ent. Soc. London， p. 73， 1875)に

中根氏に依るとく1947)本種の属名は従来使用されて i産地として兵庫、大阪が魔げてあるが筆者不幸該当種

木廷をTypeとL て創設L た Liatongus 属を採用して[ 分布:日本〈本' 1 + 1 )。
居るとして属名 Liatogus を用いられた。併1 . . R.P  A  I  Genus Onthophagus LATREILLE 
U L L A N の報交(1945)に依ると依然 OniticelIus を用
いてらる。
3. O. phanaeoidesWESTWOOD ツノコガネ
( 横山. ' p1. 12， f. 13， 1930. 加藤. 8， p1. 34， f.5. pl. 
46， f. 6， 1933. 神谷、安立: pl. 55， f. 12， 1933. 中

6. O. ater W A T E R H O V S E グロマルエY 吋::t'}J'ネ
横山:.' pl.溜， f. 11， pl. 33， f. 5， 
1933. 神谷、足立: pl. 55， f. 14， 1933，新島、中根:
p. 1305， f. 3765， 1950) 

根: p. 1306， f. 3769， 195の J  | 尖って居るが、雌は円い。中根氏に依ると関東方国産
本種も比較的各種図鑑に図示されて居るので良く知| の合が調西方面産のものより前方の陵は鋭いそろであ
られた種で2ちると思われる。合の角長は変異が多く現| る。また過熱の望室、樹液にも来る事が記されてらる 0・

る。併し! 泉下ではこれ型の産は今の所知らない。本
種は神戸附近ではかつて笑谷で採集L た経験はあるが
現在その標本を持って居ない。神戸崎近で産す・る事は
間違いないと思ろ。県下では美方郡大久保村で採集し
た。氷上郡神楽村にも記録ぐがある。
産地: 巽芳郡大久保村、氷上越神楽村〈山本氏〉。
分布: 日本( 北海道、本州、九州、1)、横掛H島.台湾、

印度支那、北イνド
Genus Caccobius. T H O M S O N  

4. C. jesso告nsis H A R O L D マエカドコエンマコガネ
〈中核: p. 1306， f. 3768， 1950) 

産地: 多国、烏原、小部、山の筒、核: 宿、妙法寺、
多弁畑( 北村氏〉、氷上郡神楽村〈山本氏〉、
佐用郡上月。

分布: 日本( 北海道、本州、八丈島、四圏、 -MN.)
台湾、支那、セレベス。

;  7. O. atripennis W A T E R H Q U S E  
コプマルエy マコガネ

〈横山: pl. 12， f. 10， 1930. 加藤: 8， pl. 32， f.5， 19 
33. 神谷、安立: pl. 55， f. 13，1933. 中根:p.1305，
f. 3766， 1950.) 
上記各種図鑑類に図説されて居るので良〈知られた

段付博士が日magisanus として発表された種 i普通録であるが、中根氏の} Djltl怯l外全部学名を O.vi-
(Ins. Mats.， X1， 3， p121， 1937) である示比の蓮は
j旨ssoel;lsis の synonym なる事を中根氏に依り発表さ
れて居るく19470 ) amagisanusli . 尼崎市の河野氏が尼崎
で採集されたのを絵岡氏の手を経℃主主村博士に入った

duus H A R O L D  とL て記されてらるがこれはIi汀選で
上記の学名が正Lぃ。 O. viduus は後述の様に多少違
った種である。
北村氏の記録された O. viduus H A R O L D  .  (板宿、
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伊凡
〆

、，、
妙法寺" 多井畑〉も多分比の種であると思われる。
ザ産地: 烏原、小部、多弁畑、板宿、妙法寺( : : I ( J 付氏〉

氷上郡概斡< t ; 山本氏〉。
円分布: 日本〈本州、四国〉、対馬、満洲占
8. '0; lenzi H A R O L D  "  カドマルェνマコガネ
;  ( 加藤: 8， pl. 33， 'f. 4， 1933. 平山 pl. 23， 'f. 20， 
1940. 中根: p. 1305， f.ザ67，1950.) 
京極は上記、加藤、平山の図鑑は O. fodiens W  A ・
T E R H O U S E とL て記載され一般に其の学名で知られ

O. fcdiens 
W A T E R H O U S E とは O. ater W  A T E R H O U S Eに極
似する盛で' あって本種' とは全然違った種である。 L か
:L' '0. lenzi ' H A R O L D はカドマバエシマコガネと L ・

tる。」名レンヅエY マコガネと事訴する。: : It対氏の板
宿、妙法寺、多井畑( 1637)の記録であるカドマル; ; J : . : /
司ヨガネも筆者の発表したカlドマ〉レエy マコガネもい
ずれも学名を本学名に訂正す、べきである。
ー産地: 烏原示板宿、妙法寺、多井畑( : : I ( J 付氏〉、氷上

F 郡柏原( 山本氏〉、美方郡動I、生野。
分布: 日本〈北海道、本州、対馬〉、朝鮮、満洲、支

那。 J

9. O. japonicus H A R O L D  ‘ヤマトエンマコガネ
ド氷援は W A T E R H O U S E氏に依り古くく1875)兵庫、
大阪ビ産する事は5己録されて居り、特に摩耶産麓2ちた

ν守コガネとして記録されて居られる( 1952)。
産地: 氷上郡神楽村( 山本氏〉。 、草
分布:ー日本(本州、J)。
12. O. ocellatopunctatus W A T E R H O U S E シ

アラメエシーマコガネ
原記載 (Tras. E nt. Soc. Lcndon， p. 79， 1875) に
「兵E回毎浜にて1 と記録されて居るが筆者は採集をし
た事も無いL 、この地の標本を見た惑も無い。
分布: 日本〈北海道、本州、J ) 。
13. O. viduus H A R O L D、 マル.=c. Y -q"コガネ
本種は前述 O. atripennis の所で記した様に従来各
種図鑑に本学名で詔介されたコブ司ルエシ司コガネは
誤りであって、本震は O. atripennis と良く似ては居
るが雄前胸背の前方中央は円く凹みそのをえ縁に 1対の
癒起を具え、頭部横隆起が異る事に依り区別される。
本径の図説は中狼氏に依り( 1943. 1950) 為されて居
るo 筆者がかつて発表した (1943)、O. ibonus， koga-
tanus， yumigatanus はいずれも本種である。
普通に得られる種である o
蕗地: 烏原。
分布: 日2伝〈本州、'九州、l、対馬、奄美大島〉

支那o
: 本種には 2つの型が知られて居るが次の 1型を採集
L て居る。
13a. var. rubromaculatus K O L B E  
I  : 麹輸基部及び出向乙赤褐色の斑を有する個体で僅かりでは多産する惑が記されてあるが筆者不幸本種を採|

集L た事がない。 l に一頭採集L 、所有L て居るのみである。

、分布: 日本〈京1-1'1)0
産地: 烏原 (26-'¥'i[-1938)

Svbfam. A p h口diinae まぐそこがね亜科
10. O. nitidus W A T E R H O U S E  Genus Aphodivs llliger 

' > / ヤマルエシマコガネ 14. A. chokaiensis N O M V R A  et N A K A N E  
.  ( 横山: p L 1 2， fふ p. 1930) 、 |  本種は野村、中採両氏に依り鳥海山産の 1合により
，本種は Caccobius jessoen' is H A R O L D と混同して| 新撞と L て発表された種であるが (Kontyu，'xl X， 2， 
記載されて来た種であって、前l盛節のう世震は直角に切， I  pp. 40:--41， 1951)、県下氷の山で採集されて居る事を

/ 区別は簡単であるがこれに該当す・る標本を筆者は得て| 産地: 氷のはI(中浪氏〉。
磨れ、。奥谷氏に依ると氷の山山鐙福定において採集| 分布: 日放〈本外J ) 。

されて居られるく1953)。原記載には兵庫は記録されて
居り、腐肉に依り採集L たとるる 0

. ‘産地: 美方郡稲定〈奥谷氏〉。

分布: 日本〈本州、九州、隠岐島〉σ
11. ， p. ohbayashu N O M V R A  '  
や ナガスネエシマコガネ
野村氏に依り広島県尾道産標本に依り新極とL て発

表されたもので英の特徴は手rt名に示す湿り前腔節の長
u、点にある 0 ・山本氏以氷上郡神楽村よりすオバヤシエ

15. A. elegans ，ALLIEERT 
すすブタホシ司グソョガネ

〈横山: pl. 99， 1930. 加藤: pl..42， f. 5. 
1930. 神谷、安立: pl. 55， f. 15; 1933. 新島. 中根:
p. 1308， f.3775， 1950) 
主主種は各種図鑑に図説されて居るL 、獣奨に普通に

産地: 御影( 関氏〉、烏原、多弁畑、妙法寺、e 板宿
( : : 1 じ村氏〉、舞子、淡路岩屋、佐用郡1 : 月、氷
上郡神楽詐; j (山本氏〉。
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1 分布i 日本、〈北海道、木州、四圏、九千H¥ 支那。
16. A. haroldianus B A L H A S A R  ' オオマグソコガネ
i例理:， g，p1.42，f.7，ザ33. 平山 pl. 22， f.21， p. 
54， 1940. 中根: p.1906， f. 3770， 1950)。
* 種は加藤、平山の図銭には A. apica1is の学名の

で時三記され七あり' 、今迄比の学名が採用されて居た様
に思われる。 L か L ながら此の貝 icalis は H A R O L D
に依り indagator M A N N E R H E I M の河種宍名とさ
れたのであるが後に B A L T H A S A R ii.A. apicalis と
A.indagator とは全く別種であると L て新に haroldi-

いずれも A. variabllis の学名を採用L て淫られるが
本種であると思われる。
普通に縛られる種である。
盛地: 御影〈関氏〉、烏原、須磨( 北村氏〉。
分布: 日木〈本州、九州、1 ) 、' 朝鮮、ー支那。

"、 J、、
、、

20: A. pusillus H E R B S T  var. rufangulus 
W A T E R H O U S E  ‘ コマグ、ソコガネ

〈中根: 日本昆虫図鑑 p. 1308， f. 3'?74， 1950) 
中模氏に依り詳しL、記載 (1943) 及び図説があるの

でそれに依るとはっきりす・る。筆者は県下で美方郡湯
anusと命名されたもので (A. apicalis ， は'A: luridvs I村で採集L たのみで他の地に何の隊に産するのか知ら、
帥 sp. apicalis M U L S A N T の異種岡れ L て〉此の| ない。現在まで某下での記録は見て居らない。蹴産
学名がIElい。図説されて居るので割合知られて躍る| のものは前背板前縁角，麹翰肩部と麹端が赤褐を量ず
種である。普通に得られる。
cg産地: ‘御影〈関山鳥原、ム舞子、淡路岩屋。
: 分布: 樺太J 日本〔北海道J‘本外D、朝鮮、 シベリ

るもの。
産地: 美方郡湯付。

向、.v' 
、.8

 

m
 

分布: 一日本( 本州、九州、1 ) 、シベリヤ、ヨ戸カサス、
、町ιo][ ヤ o .;1勺 ' . ';:'( ヨーロヅノ〈。

17. A. impuncta s  W A T E R H O U S E  I  21. .A. rentus M O T S C H日.SKY . マグソョガネ} ・
I  ( 横山: pl: 12， f. 12，p  100，1931. 加藤: 8， pl. 42 

本種は黒色でA . rectus' W  A T E R H O U S E に似る l' f.1， 1933. 新島、中根: ' p. 1307; f:， 3773，:1950) 
が、' はるかに大形にて前背板には殆んどi点刻を紋き、 |  極めて普通に産する種で図説もあるので良〈知られ
僅かに両俣山こ散在するのみである。古く W A T E R H・| た種であ〆る。 ρ

OUSEiこ依り兵庫の記録はある。 (Trans. Ent. Soc. I  産地: 御影〈関氏) ，烏原、須磨〈北村氏) . 舞子。
LQdcn， p  85; 1875) 記載に一致する擦本を 1頭採集|
所有する o ， 
産地: 淡路岩屋。
分布: 樺太、日本〈本州、D、シベリヤ。
18;"A. nigerrimus W A T E R H O U S E  
fιr¥;. ，い， ヌバタママグソコガネ
中根氏の報交に詳L く図説されて居る種であるく194.

3、。氷ー国E神楽村に於いて採集された記録がらる( 山 1、
本氏> 1952)。
、産地: 氷上郡神楽村〈山本氏〉。
三分布1 日本〈本州、九千1 ' 1 )、朝鮮。 、
19. A. obsoleteguttatus W  A  T E R H O U S E  

:A?' '-lZ-<f，J;tラマグツコガネ
〈中根 p. 1307. .f. 3772，: 1950) c. .' '  

刻1、シベリヤ。
木種には次の一変種も産する。
21日. var.biformis R E I T T E R  
麹鞘法草黄褐で大形の黒色紋を有ずる種である。
、産地: 舞子、淡路岩屋。
分布: 樺太、回本 〈北海道、本子1 ' 1 ) .・朝鮮よ満洲、

支郷、 y ベリヤ。
22. A. sordidus FABRICIUS カタモy マグソョガネ
〈加藤: 8， pl. 42， f. 3， 1933，中根: p.1308; f.， 3776; 
1950.) 
黄褐色、頭部、胸部は黒潟乃至陪褐で共に淡色の縁
を有す・。前頭界線上に3癒起を具え、合では中央痛起
t主演位で強く、♀は弱く縦j隆に合する。遥常肩部と中

* 種の学名は加藤氏の図鑑に依ると A.
W A T E R T O U S E となって居り、後三輪、中条両氏に c関氏〉の記録はし: ずれもA. rufangulus W  
依り( 日本産総麹目分類目録、 5 )  A. nigrotessellatuS  I  O U S E となって居るがこれは加藤氏の図鑑に侠られた

.ム rufaugull.js
れとも違う穫である事が中根氏に依り発表された( 19 I  :全く違う C それ故須瞬、御影蕗のものは A. sordidus 
48)、' J i !防此処に示す A. obsoletegtutusが今迄セマ! とす. るべきである。日

白，

1;1ラ寸グソコーガネで知られて来たものの学名である。 I 産地: 御影〈関氏〉、須際〈北村氏〉、生野、氷上郡神
A. ，nigrotessellatus vf本援に良く似る麗であるが神戸 楽村〈山本氏〉。
附近のものは未だ報ぜられたものカ鳴い様に思号。 1 分布: ー日本、支那、S ' ' ' ] } ヤ、古田カサス、ヨ F 官

北村氏の須腐( 1937) 、 Y バ。
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23， A. sublimbatus M O T S C H U L S K Y  をで

ウスイロマグソコガネ 1'1

〈中J樫: p. 13四" f. 3777， 1950) 、

京種は光沢怠る寅褐色- ，q 至陥褐色、頭部、前胸宵周
及び{耳目部のノj、斑、小原板、麹輸会合鶴、各麹翰上の斑
紋は暗色乃至黒色。再部時 3 /l ' j 奮起を具える。事脇工
程く湾ア、L両側丸められ煩部は弱く突出する。麹翰の

~ 斑紋明司γ 7開室に通常存在L 、会舗は第 2 髄
より暗色を塁す。麹翰聞室は平滑で絢点刻を散布す' 、る。
" 個体数は余り多く無い様である。
蕗地: 舞子。

.'_i-.'.t. ... 

24. A. urostigema H  ¥ROLD プチグマグソコガネ
〈中根: p. 1307， f. 3771， 1950) ‘ γ 

町在島長図説された事カ司濃いので或いは普通に産ずるの
では無u、かと思われるが記録は余り無い。黒色で光沢
・があり. 頭部前縁、前育成外縁J趨翰端等は告示味をお
び、: 頭部、前頭界線l' t 蹟濯を呈L 癒起をi淡く、前背

れた出品、縦講を具え、開室は弱〈降まり働旬な点刻を
有ず。
産地: 烏原、生野、氷のr 11，奥谷氏〉、美方郡湯村、

氷上郡神楽村〈山陳氏〉。
品分布 a; ; f ; : ' : 台湾、支那、ジヤワ、セイロ Y 、スマ

トラ、アフリカ。ぺ
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(Sept. 1953) 
訂 E 追加

本語脱税後、 No.' 17 に Aphcdius impuntaus  
W A T E R H O U S E ツヤズネマグソョガネと同定発表L
た淡路岩屋産の標本は和田君の御教示に依り次の種で
るる事がわかったので此処に訂lE並びに追加して置
く。御教示頂いた和田君に深謝致L まする。
Aphcdius brachysomus Solsky 
Ccl. Hefte， V， 12， p. 13， 1874. 
産地. ，淡路岩屋 、、ー
記載は次の機会に述べる。 P

省略図鑑名 i.i' 

口、ー，..:j ，.r' 

I
 

J
 ，
 

b
 

i
 
p
 

♂、白

‘本文中著名のみを掲げて書名省略せる図鑑は次の如
:くである一
; 横山桐郎: 日本の甲虫、 E 総( 1930-1931)早 7・
神谷一男、安立網光: 原色甲虫図譜( 1933)
、加藤正匙: 分類原色日本昆虫図鑑8輯( 1933).
平山修次郎: 原色甲虫図譜( 1940)
中板猛彦 : 日本昆虫図鑑 (1950)
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